
本日の例会
５月11日㈭　12：30～13：30
卓　話：�「青少年交換プログラムとROTEX活動に

ついて」
卓話者：蒲原あずささん　ROTEX

次回の例会
５月15日㈪　11：30～15：00
４クラブ合同例会

4 月 20 日　例会報告
司会　　　里見会員
開会点鐘　小泉会長
ロータリーソング
ソングリーダー　廣内会員

☆会員総数　　　　　　　36名
☆出席規定適用者数　　　27名
★本日の出席者総数　　　24名
★〃　免除者出席数　　�　�7名
★本日の出席率　　　�70.59％
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第  30回例会東京池袋豊島東ロータリークラブ

禅語

妄想をなくせということです。人間は
過ぎ去ったことをいつまでも悔んだ
り、これから先のことを思い悩んだり
します。その悩みの原因は「妄想」な
のです。このような「妄想」に捕らわれ
るのではなく、素直に物事に取り組め
ば、悩みから解消されるのです。

莫妄想（まくもうそう）

Rotary Club of
Tokyo Ikebukuro Toshima-East

　4／20 例会スナップ

受付当番： 稲川一会員、榊原一久会員、鴨田和恵会員公共イメージ向上委員会　委員長　山本伸也、副委員長　里見雅行、委員　長尾益男・加古博昭・石塚丈晴　

4／20　例会



☆本日のゲスト
北川　文化氏（卓話者/作家・作詞家）
米山　慶一氏（�きらぼし銀行　池袋・東池袋・西

池袋支店長）

　ニコニコ
北川君（卓話者）�卓話謝礼金をニコニコとして頂

戴致しました。
　
本日の合計額：30,000円
今年度ニコニコ累計額：621,725円

　会長報告
第29回（2023.4.20）
　東京では桜の花も散り、初夏になりつつある。
北海道ではこれからが見頃なのであろう。江戸時
代の禅僧、良寛の辞世の句は「散る桜　残る桜も
　散る桜」と言われている。美しく咲いている桜
も、いつかは必ず散るということである。
　また「うらを見せ　おもてを見せて　散るもみ
ぢ」という句もある。これは、良寛が弟子の貞信
尼に伝えた句と言われ、二人の人間関係が表れて
いる。人間には表と裏の部分があるが、誰もが表
だけを見せて裏を見せたくない。しかし、裏の部
分を見せて、自然のまままに、ありのままに自然
に生きよというメッセージなのである。
　なお、在原業平は「つひに行く　道とはかねて
　聞きしかど　昨日今日とは　思はざりしを」と
詠んだ。ソクラテスは「ただ生きるのではなく、
よく生きる」ことの大切さを説いたが、今では年
齢的に私も生かされている自分の尊さを感じるよ
うになった。

　幹事報告
　８月５日と６日につくば国際会議場で行われる
世界米山学友によるイベント「再開�in�関東」の
ご案内をお送り致しました。登録は早割が５月31
日㈭まで通常は６月30日㈮となり、直接登録フ
ォームよりお申し込みをお願い致します。

　5月 お祝い
会員誕生日　　森川　義基
　　　　　　　稲川　一
　　　　　　　鈴木　孝雄
皆出席（年）　　24　廣内　世英

　卓話者紹介

　卓話報告
　桜の花が咲き、そしてつつじの花の季節、新緑
の美しいみどりの季節となりました。
　青森県の歌が多く、山本譲二さん歌唱「奥入瀬」、
北島三郎先生歌唱の「十和田湖」２つの歌の歌碑
が建立されております。

　台北東海ロータリークラブ祝辞
台北東海扶輪社　会員各位

東京池袋豊島東ロータリークラブ
会長　小泉　博明

　台北東海ロータリークラブがめでたく創立28
周年を迎えられたことを、心よりお祝い申し上げ
ます。
　貴クラブと東京豊島東ロータリークラブとは
1996年2月21日以来、友好クラブとして相互に
交流し日台の友好と親善を深めてまいりました。
当クラブの前川昭一パストガバナーは、日台ロー
タリー親善会議名誉総裁です。
　この度合併した東京池袋豊島東ロータリークラ
ブは、2022年12月15日に台北駐日経済文化代表
処（台湾代表処）政務副代表の蔡明耀様のご臨席
の許、改めて友好クラブの締結をいたしました。
　当日は我がクラブの年末家族会に、林育徳会長、
徐宇晴幹事をはじめ総勢８名の皆様が訪日しまし
た。二次会のカラオケ会では懐かしの日本の演歌
を熱唱されました。まさに胸襟を開き、和気藹々
となり、日台の草の根の交流と成りました。
　さて、中国の唐の時代の白居易（白楽天）の漢
詩『八月十五日夜』に次の有名な一節があります。

　三五夜中新月色　二千里外故人心

　三五夜とは十五夜のことで、新月とは言うまで
もなく出たばかりの月のことです。故人とは旧友
のことで、ここでは遠方に左遷された親友の元稹
を思って詠んだのです。遠く二千里の彼方にいる
君は、自分が見ているのと同じこの月をどんな思
いで眺めているのだろうか。この漢詩は有名で、
日本でも『源氏物語』須磨巻で光源氏が朗誦する
場面があります。禅語で言えば、千里同風で、遠
く離れていても心は通じ合うという意味です。日
台は二千里も離れていませんが、遠くにあっても
両クラブの思いは、同じ月を眺め同じベクトルに
向かっていると確信いたします。
　また、江戸時代の蘭学者の杉田玄白は、『蘭学
事始』で、次のように言いました。

　一滴の油これを広き池水の内に点ずれば散じて
満池に及ぶとや

　『蘭学事始』は、玄白が82歳の老齢になって、
自らの人生を回顧して書いたものです。50年前
に始めた蘭学が、鎖国体制下で普及したことに驚
き、かつ悦び、この間の学問の動向を記したもの

です。その蘭学の開始に当たって「広き池水の内
に点じた一滴の油」に譬えたのです。50年前に
投じた、わずか一滴の油が池水に染みわたり、四
方に流布し、海内にも及ぶようになり、ついに蘭
学と言う一つの学問を形成するまでになったので
す。両クラブの人と人との交流による地道な友好
と親善が、やがて大きく発展し、ロータリークラ
ブの枠を離れ裾野を広げていくようになります。
台北東海ロータリークラブと東京池袋豊島東ロー
タリークラブが、さらに友好親善を深めなければ
なりません。
　貴クラブの益々のご隆盛と、皆様方のご健勝を
心よりお祈り申し上げ、お祝いの言葉といたしま
す。多謝。

卓話者紹介 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
卓話報告 

 

桜の花が咲き、そしてつつじの花の季節、新緑の美しいみどりの季節となりました。 

青森県の歌が多く、山本譲二さん歌唱「奥入瀬」、北島三郎先生歌唱の「十和田湖」 

２つの歌の歌碑が建立されております。 

 
 


